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2022年度 JUAS研究成果発表
AI研究会

2023年4月13日（木） 14:30—15:00

AI研究会
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運営方針
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目的： 自社事業に資する成果物を持ち帰って頂くこと

研究会に参加してAIに関する知見を強化して頂きたいのですが、
それにとどまらず、皆様の業務に実際に役立つものを持ち帰って頂きたいです

企業横断： AIに関与する方の企業の境界を越えた連携

成果物： 事業適用シナリオ、適用への知見、プロトタイプなど

近いリサーチクエスチョンをお持ちの方で分科会を編成し、
個人の興味を重視しつつ、分科会全体としてより大きな成果物を
まとめて頂きます（成果物の範囲は上記に限りません）

JUASという組織を活用して、通常の業務では得難い、
他企業でAIに関連する業務に携わる方との関係性を構築頂き、
より多面的な貢献につなげて頂くことを期待しております
GAFA等が促す事業の変化への対応にもつながれば何よりです
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分科会編成とリサーチクエスチョン
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技術／ビジネス、理論／実践の２軸で参加者の皆様の問題意識をクラスタリング、
分科会毎にリサーチクエスチョンを立てて頂き、研究に取り組みました

理論 実践

技術

ビジネス

技術理論RQ：
AIやデータ分析の結果を納得してもらう
手段は何か。どのように実現できるか？

技術実践RQ：
機械学習の一連のプロセスを実践することで、
なにを学べるか？

ビジネス理論RQ：
定性的な観点から費用対効果が高い、AIビジネスで
共通する特徴にはどのようなものがあるのか？

ビジネス実践RQ：
成功/失敗するAIの特徴とは何なのか？

人材×データRQ：
AIプロジェクトを円滑に企画・推進・運用
していくために必要なロール、スキルセット、
教育手段は何か？

様々な問題意識を提示頂きました。
横断的に、AI人材に関する意識も出され、
境界領域の重要性を再認識しました
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年間スケジュール

テーマ場所会議名日付#

・2021年度活動内容共有
・AWS紹介、アカウント作成

JUAS第1回 定例研究会6月23日(木)
16:00開始

1

・分科会編制（リーダーも決定）JUAS第2回 定例研究会7月28日(木)
16:00開始

2

・分科会活動
・JMOOC紹介

JUAS第3回 定例研究会9月15日(木)
16:00開始

3

・分科会活動JUAS第4回 定例研究会11月24日(木)
16:00開始

4

・分科会中間発表JUAS第5回定例研究会12月22日(木)
16:00開始

5

・分科会活動JUAS第6研究会1月12日(木)
16:00開始

6

・分科会成果発表JUAS第7回定例研究会3月2日(木)
16:00開始

7

・2022年度成果報告JUAS2022年度成果発表会4月13日(木)*

Zoomによるオンライン開催とハイブリッド開催を交えて活動しました
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AI研究会 2022

人材×データ分科会
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リサーチクエスチョンが決まるまで
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人材、データに関する課題意識
• 人材教育は、何をどのように行えばよいかわからない
• 人材育成に向けて、リテラシーのレベル感をどう定義すればよいかわからない
• プロジェクトの担当者間で、お互いが何ができるのかを理解してほしい
• AI開発とＩＴシステム開発の人材の違いがわからない

昨年度までの人材系分科会の研究テーマ
• FY2019：パイロットプロジェクト成功に向けた人材定義
• FY2020：継続的なプロジェクト運営に向けた組織と人材定義
• FY2021：継続的なプロジェクト運営に向けたスキル定義
• FY2022：何にフォーカスするか？

PoCから本運用へ

研究要素の追加

研究テーマの方向性
• FY2021まではAIプロジェクトの人員にフォーカスしていたが、社内外のステークホル

ダーまでロールの範囲を広げる
• 各ロールが持つべきスキル定義と、それをもとに育成プログラム案作成を目指す
• AIプロジェクトならではの観点を含める

１．人材×データ分科会
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リサーチクエスチョン
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AIプロジェクトを円滑に企画・推進・運用していくために
必要なロール、スキルセット、教育手段は何か？

成果物イメージ
• AIプロジェクトに関わるロール一覧
• 各ロールが担うタスク一覧
• 各ロールが所持するべきスキル一覧
• スキルを獲得するための育成プログラム（案）

成果物の活用イメージ
• AIプロジェクト開始時に、必要な人材を不足なく集めるための資料として活用する
• AIプロジェクト体制構築のために周囲を説得する材料として活用する
• AIプロジェクト継続やシステム運用に向けての人材育成プログラム案として活用する

１．人材×データ分科会
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研究対象の
ロールとその役

割の整理

各ロールがタ
スク遂行に必
要とするスキル

の整理

スキル獲得方
法の整理

育成プログラ
ム案策定

各ロールが
行っているタス

クの整理

研究方法

8

基本的なアプローチ

ロードマップ

各自の自社事例をもとにした
情報収集

一般的に確立されている
体系や手法の情報収集

情報整理 解の探究

9月 10月 11月 12月 1月 2月

ロール一覧 スキル一覧 育成
プログラム案タスク一覧

１．人材×データ分科会
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研究対象のロールとその役割を整理
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2021年度はAIシステム開発者（PM、リーダー、エンジニア）を対象としていた。
本年度はAIプロジェクトのステークホルダ全体へ対象を広げ、ロールを再整理した。

経営層 戦略担当者

リスク管理
担当者

企画担当者

技術担当者
（データ管理）

技術担当者
（AI担当）

技術担当者
（アプリ開発）

品質担当者

育成担当者

ユーザー
サポート担当者

運用担当者

現場ユーザ

プロジェクトのフェーズを定義、各ロールの主な役割と各フェーズにおけるタスクを整理した。

運用 評価本開発 トレーニングPoC PoC評価 本開発企画企画

企画フェーズ PoCフェーズ 本開発フェーズ 運用フェーズ

2021年度

2022年度

１．人材×データ分科会
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AIプロジェクトにて必要となる各ロールが担う役割、及び各フェーズで実施すべきタスクを一覧
化により整理を行った。

各ロールが行うタスクの一覧整理

運用フェーズ本開発フェーズPoCフェーズ
企画フェーズロールの役割ロール#

評価運用トレーニング本開発本開発企画PoC評価PoC

ｼｽﾃﾑ運用評価
次期計画更新

---投資・方針判断PoC評価--
事業計画立案
意思決定

経営層1

ｼｽﾃﾑ運用評価人材育成計画策定--
本開発方針判断
本開発予算管理

PoC評価-
戦略立案
投資管理・評価
予算管理

事業計画に基づくﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ選定
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの横断的管理、予算管理

戦略担当者2

-セキュリティ講習-ｾｷｭﾘﾃｨﾁｪｯｸ
セキュリティ要件確認
開発委託契約確認

--
セキュリティ観点の評価
開発委託契約確認
データの著作権評価

情報セキュリティ管理
法務確認

リスク管理
担当者

3

ｼｽﾃﾑ運用評価
ｼｽﾃﾑ運用評価報告利用状況確認

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ企画
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ状況管理

開発推進、管理
テスト
リリース計画
リリース判定

予算立案
本開発企画立案、提案
開発委託契約

PoC評価報告
（技術評価

、要件評価）
推進、管理

問題分析／要件定義
企画立案、予算、提案
ツール選定
開発委託先選定、契約
データの著作権評価

プロジェクトの企画立案
プロジェクト推進、管理

企画担当者4

ｼｽﾃﾑ運用状況纏め
システム保守
データ要望対応

-
本開発
（データ管理）

技術検討
データ収集
データ管理基盤選定

PoC結果纏め
開発
（データ管理）

PoC企画内容の技術検討
データ選定

データの選定、分析、管理
運用時の問題解決支援

技術担当者
（データ管理）

5

ｼｽﾃﾑ運用状況纏めモデル改善-
本開発
（モデル調整）

AI技術検討PoC結果纏め
開発
（モデル作成）

PoC企画内容の技術検討
AIモデル作成・評価
運用時のモデル改善

技術担当者
（AI担当）

6

ｼｽﾃﾑ運用状況纏めシステム保守-
本開発
（アプリ開発）

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ技術検討PoC結果纏め
開発
（アプリ開発）

PoC企画内容の技術検討
アプリケーション開発
運用時の問題解決支援

技術担当者
（アプリ開発）

7

ｼｽﾃﾑ運用評価--
品質評価
品質向上施策実施

品質評価計画策定
障害時対応計画策定

品質評価-本質評価計画策定
システム／AIの品質管理
品質向上施策実施

品質担当者8

-追加ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実施
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ企画・実施
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ教材作成
ﾏﾆｭｱﾙ作成

-ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ対象者選定---
ユーザトレーニング
運用者トレーニング

育成担当者9

ｼｽﾃﾑ運用状況纏め
照会対応・一次調査
ﾏﾆｭｱﾙ改訂

ﾏﾆｭｱﾙ作成-----
システム利用に関する照会対応
一次調査

ﾕｰｻﾞｻﾎﾟｰﾄ
担当者

10

ｼｽﾃﾑ運用状況纏め
ｼｽﾃﾑ運用、監視
障害時対応

------
定常的なシステム運用
運用時の問題解決、障害時対応

運用担当者11

ｼｽﾃﾑ運用評価システム利用ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ受講--PoC評価-
問題提起・要望出し
AsIs/ToBe提起

要望出し
システム利用・評価

現場ユーザ12

１．人材×データ分科会
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各ロールがタスク遂行に必要とするスキルの整理
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参考：データサイエンティストスキルチェックリスト、デジタルスキル標準

前頁で整理した各ロールのタスク実行に必要なスキルを、大きく４グループに分けて定義した。
次頁からの詳細説明では、ロールにおいて保有がマストなスキルグループを○、ベターもしくは
スキルのうち一部が必須であるスキルグループを△、保有していなくても問題ないスキルグループ
を－で表示する。
詳細スキルのうち、各ロールで必要となるスキルは赤字で明示する。

スキル概要スキルグループ

AIを開発・運用するプロジェクトに参画し、成果をビジネスに役立てる上
で必要となる知識やマインドAI基礎力

業務における課題を理解・分析し、AIを利用することで達成する目標を
定め、課題解決に繋げるためのスキルビジネス力

非機能要件（保守性・セキュリティ等）を考慮した上で、AIの利用環境構
築およびソフトウェアの設計・実装・運用を行うスキルデータエンジニア力

ビジネスの変革・課題解決に向けて、必要なデータの収集・解析の仕組
みの設計・実装・運用を行うスキルデータサイエンス力

１．人材×データ分科会
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必要な
スキル ロール

経営層｜主なタスクと必要なスキル
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経営層ロール

• 各フェーズで次に「進む」「中止する」「再考する」の最終判断を担当する
• 判断基準として、全社的な視点にて経営的に効果があるか？（コストバランス）、将来的に企業価値の向上につな

がるか？などについて近視眼的にならず全体俯瞰で状況を判断する
• 運用フェーズにおいて、改善・進化に対する（インソース・アウトソースを含めた）持続可能性の判断を担当する

今後益々のAI利活用によってビジネスの転換期を迎えていく事になるため、「これまで人が行っていた仕事のうち、何を
AIに置き換えることができるのか？何が必要なのか？」を理解した上で、改めて自社の強みを構築・浸透させていく必
要があると定義した。
「AIで何ができるのか？何が必要なのか？」は今も日々進化している過渡期であるため、AI基礎力として常にアンテナ
を張っておくべきと考える。

役割 • 事業計画立案
• 意思決定

AI基礎力 ビジネス力 データ
エンジニアリング力

データ
サイエンス力〇 △ - -

• AIの歴史
• 機械学習、深層学習
• 機械学習でできること（画像、音

声、生成、予測）
• データについて
• AIプロジェクトについて
• AI活用事例

• 課契約・権利保護
• 課題定義
• アプローチ設計
• 論理的思考
• システムアーキテクチャ
• データ理解
• 分析評価
• プロジェクトマネジメント
• 組織マネジメント
• ビジネスモデル
• 事業実装
• ビジネスイノベーション力

• 環境構築
• データ（収集、構造、蓄積、加工、

共有）
• ソフトウェア開発
• プログラミング
• セキュリティ（技術、マネジメント）
• システム運用

• 基礎数学
• データ（理解、加工、分析、可視

化）
• 機械学習（自然言語処理、画像

映像認識、音声認識、パターン発
見）

• 深層学習
• 強化学習
• 最適化
• データ・AIの戦略的活用

主なタスク

ロール

担当
フェーズ ロール

運用 評価本開発 トレーニングPoC PoC評価 本開発企画企画
企画フェーズ PoCフェーズ 本開発フェーズ 運用フェーズ

全12ロールに対して、「主なタスクと必
要なスキル」を1ロール1ページで作成
→本報告では割愛します

１．人材×データ分科会
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スキル獲得方法の整理
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スキル獲得スキル測定スキル

• 書籍
• セミナーやワークショップの活用
• e-learningの活用
• デジタル人材育成支援サービスの活用
• 教育プログラムの内製

• ITパスポート
• Ai人材検定 for business
• AI For Everyone

AI基礎力

• ITパスポート
• ITコーディネータ
• Ai人材検定 for business
• 人工知能プロジェクトマネージャー試験

ビジネス力

• 各種スペシャリスト試験（IPA）
• 各種ベンダー資格
• 基本/応用情報技術者試験
• E資格
• AI実装検定
• 画像処理エンジニア検定
• Pythonエンジニア認定データ分析試験
• 統計検定（DS基礎/発展）
• Ai人材検定 for engineer

データエンジニアリング力

• G検定
• データサイエンティスト検定
• ITパスポート
• AI実装検定
• 統計検定

データサイエンス力

AIの分野は常に技術更新されるため、スキルの測定と、スキルの獲得の循環が必要と考える。
現在のスキル測定およびスキル獲得手段を調査した。

１．人材×データ分科会
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近年の人材育成の傾向
今年度以前は、少数精鋭で技術を学び、そのメンバーがエバンジェリストとして有識者を増や
すという手段が取られていた。
今年度は、IPAによるとITパスポートの受検傾向としてIT関連企業以外の受検者が増加してお

り、各企業が有識者のみでなく全社員がリテラシーを持つという考え方に舵を切っていると思
われ、今年度以降もその流れが継承されるものと考えられる。

育成プログラム案作成

14

育成プログラム例（旭化成株式会社）

育成プログラム作成のステップとポイント

社内で必要なロールの定義
ロールごとの育成プログラムの作成

• 実践経験を積むプログラムを組み、
個人の原体験を増やすことが重要

認定制度等による社員スキルの可視化
認定制度と人事制度の連携
時間がかかることを前提に継続的な取り組
みとする

参考：旭化成DX戦略説明会 https://www.asahi-kasei.com/jp/ir/library/business/pdf/221213.pdf

図：旭化成株式会社 デジタル人材育成の全体設計

AI人材育成を先進的に行っている企業を例に、育成プログラム作成に際し重要な要素を整
理した。

１．人材×データ分科会
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結論と今後の課題
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■結論
• AIプロジェクトは12のロールを持つメンバーで推進され、企画、PoC、開発、運用のフェー

ズにおいて、各々のロールが遂行するタスクが存在する。
• AIプロジェクトは、ＡＩ基礎力、ビジネス力、データエンジニア力、データサイエンス力のスキ

ルを持つメンバーを必要とし、遂行すべきタスクと照らし合わせて、各ロールが必要なスキ
ルセットを継続的に獲得・強化することにより、円滑な運営を目指すことができる。

• スキル可視化、また、スキル獲得のための教育手段は、オンラインの活用等により増加し、
近年はそれらの活用に加え、企業独自の育成プログラム推進の事例も見られる。

■今後の課題
• 各スキルセットの獲得・強化のために必要な具体的な教育手段を定義するまで至らなかっ

たため、提言としてまとめることを次の課題とする

AIプロジェクトを円滑に企画・推進・運用していくために
必要なロール、スキルセット、教育手段は何か？

１．人材×データ分科会
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なぜ上記をやりたいのか
DX推進やデータドリブンは、全員がデータの収集・分析・議論・意思決定・自動化に貢献することが
求められる
技術系の人はもちろん、ビジネスサイドやビジネスサイドに近い立場にいる人間でも、機械学習の一連
のプロセスの中で、どこでどのようなことが行われているか俯瞰して知る必要があるのではないか

メンバーで話合い、検討した結果、この分科会でやりたいこととしては以下の方向性となった

機械学習の一連のプロセスを実践することで、なにを学べるか

リサーチクエスチョン

研 究 方 針
実際に手を動かしながら、機械学習を学んでいく
ビジネス上の課題を疑似設定をしたうえで、下記のプロセス（※）全体を通しで実践してみる
これにより各社でのAI関連の開発や育成施策を模索する上でベースの知識を取得する

※機械学習のプロセス（点線の赤枠を主な対象プロセスとした）

２．技術実践分科会
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機械学習のプロセスと実施内容の定義

※機械学習のプロセス（点線の赤枠を主な対象プロセスとした）

実施内容（一般的に実施すると考えられること）プロセス
・ビジネス要件を理解する。
・ビジネス・クエスチョンを形成する。
・プロジェクトのデータ要件を検討する。
・この実装から生まれる可能性のある新しいビジネスプロセスを検討する。

ビジネスゴールの設定１

・目的変数を決定する。
・ビジネス・クエスチョンに基づき、機械学習タスクを定義する。（回帰or分類）
・許容誤差を含む主要なパフォーマンス指標を決定する。

機械学習の問題設定２

・データソースを確認する。（外部データか自社内データか。）
・収集方法を決定する。（リアルタイムで取得するのかバッチで取得するのか。）
・データ格納先を決定する。

データ収集３

・データを可視化など行い、データの特徴を要約し理解する。
・データの特徴を損なわないよう、データクリーニングや置換、バランシング、スケーリングなどを行う。

EDA＆データ前処理４

・手持ちのデータからドメイン知識などを駆使し、新たな特徴量を生成する特徴量エンジニアリング５

・問題に適した機械学習アルゴリズムを選択する。
・過学習にならないよう、ハイパーパラメータを修正したり、評価方法をクロスバリデーションや

ホールドアウト法などの中から選択し実行する。

学習・チューニング・評価６

２．技術実践分科会
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機械学習の題材

・メンバー全員が同じ題材に取り組んでみて、それぞれが気づいた点を持ち寄って議論したい
・あらかじめ「ビジネスゴール」が設定されている
・機械学習に必要なデータが用意されている

機械学習の題材を決める上での考慮点

データ分析コンペティションサイトのテーマを題材から選択することとし、その対象をNISHIKA
（国内最大級のデータサイエンスコミュニティ）の「生鮮野菜の価格予測」 とした

・生鮮野菜の価格予測がテーマとなっています
・目的変数は、大田市場にて相対取引されている各野菜
の日次の卸売価格です
・予測期間は最も多くの種類の野菜が市場に出ている
2022年5月とします
・予測対象の野菜は、以下16品目です

きゅうり,こまつな,じゃがいも,そらまめ,だいこん,
なましいたけ,にんじん,ねぎ,はくさい,ほうれんそう,
キャベツ,セルリー,トマト,ピーマン,ミニトマト,レタス

・時系列予測というやや難しいタスクですが、例えば、
今回併せて配布する天候データを用いると、予測精度
を向上させることができる野菜もあるとのことです

https://competition.nishika.com/yasai/summary
※上の画像はNISHIKAのサイトより引用

２．技術実践分科会
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実施手法（１）

・ノーコードでデータの可視化や機械学習を行うことが出来る
・前処理機能は乏しいので、事前にデータを加工する必要がある
・出来ることはサービスで用意されていることだけなので、用途は限られる
・ある程度自動で学習できるのは非常に便利
→いくつか似たようなツールがあげられるが、各自の環境で利用しやすいものを選定

今回は 「Amazon Sage Maker Canvas」 と 「DataRobot」 を利用することとした

１．AutoMLツールを用いて機械学習を行う

・メンバーそれぞれが、以下のいずれかの方法で機械学習を実施することとした

２．技術実践分科会
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実施手法（２）

・コードで記載するため、自由に機械学習を行うことが出来る
・pandasなどを用いてデータを自在に加工できる
・matplotlibなどを用いてグラフ可視化が容易にできる
・学習に用いるアルゴリズムに何を使うと精度が上がるのか見極めるのが難しい
・前処理や特徴量エンジニアリングなど、工夫の仕方で分析のし易さや予測精度を上げること
が出来る

・メンバーそれぞれが、以下のいずれかの方法で機械学習を実施することとした
２．Pythonで各種ライブラリを用いて機械学習を行う

２．技術実践分科会



Copyright (C) 2023  JUAS All rights reserved 22

実施過程とポイント（抜粋）
１．実施計画書を作成し、目的とゴールを明確にする！

・何のために機械学習をするのか、どんな課題に対し、どのような改善策や成果を期待して
いるのかなど、「課題、目的、ゴールを明確にすること」 が必要である

・どんな工程があるか？どれくらい大変か？スケジュール感はどれくらいになりそうか？
を認識合わせでき、関係者に説明できる。

２．技術実践分科会
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実施過程とポイント（抜粋）
２．俯瞰的視点からデータを眺め、可視化や基礎集計を行う！
・まず全体データを眺め、傾向や特徴はあるか、何らかの相関があるかどうか、季節性はどうか
などをある程度つかんでおくことは重要である

・いきなりデータ加工をするのではなく、どのような前処理や特徴量エンジニアリングを行うのが
効果的なのか、どういうデータに加工すれば精度があげられそうかの「仮説」を立てる

２．技術実践分科会
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実施過程とポイント（抜粋）
３．仮説を元に、「前処理/データ加工」、「特徴量エンジニアリング」を行う！
・前工程での「仮説」を元にデータを加工する
・欠損値の補完を行い、必要な説明変数（列）を追加・生成する
・機械学習に用いるために、データを1つのファイルに結合する
・AutoMLツールによっては、そういった作業をある程度自動で行ってくれるものもある

２．技術実践分科会
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実施過程とポイント（抜粋）
４．モデルの構築を行う！
・Pythonを用いて機械学習を行う（LGBMを用いる人が多かった）
・AutoMLツールは、最適なアルゴリズムを用いてモデルを自動生成してくれるほか、
どの変数がモデルに影響を与えたのかを確認することが出来るものもある

２．技術実践分科会
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実施過程とポイント（抜粋）
５．生成したモデルで予測し、結果を検証する！
・予測結果と実績値を比較し、予測精度を見る
・精度が悪い場合は、何が影響したのか、データの加工で改善できそうかなどを検討したり、
違うアルゴリズムを用いて学習させてみたりする

２．技術実践分科会
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気づきプロセス

関係者にAIプロジェクトを理解いただくために機械学習プロセスの
説明、PJT計画書を作成する必要がある
→どんな工程があるか？どれくらい大変か？スケジュール感はどれ
くらいになりそうか？を認識合わせできる

ビジネスゴール・
目的設定

データ分析するアプローチに絶対的な正解は存在しない。
とにかく色々なことを試してみて多角的な視点を持てる材料をそろ
えることが重要と感じた

データ前処理・
特徴量エンジニアリング

ノーコードと言いつつ、そのままのデータではうまく学習に使えな
かったため、結局Pythonによるデータの加工（前処理）の実施が必
要となった

データを眺めてみるだけである程度傾向や特徴がわかる。
とにかくデータを投入するのではなく、データを観察・分析し、取捨
選択を行うことが予測精度の向上につながる

AIモデルを作る前段で仮説を立てるために基本的な統計知識、ドメ
イン知識が必要
これらの知識レベルによりモデルの精度に大きく影響する。

AutoML系のツールでは、いくつかの項目を指定するだけで最適な
アルゴリズムで学習してくれるので、学習時はこういったツールを活
用も検討していくべきである

学習・チューニング・評価

各メンバーの気づき

27

２．技術実践分科会
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総括

28

「気づき」が多かったのは？
データ前処理プロセス、特徴量エンジニアリングプロセス

その理由はなんだろうか？
学習&予測に必要なデータを揃えるには、まず予測対象/予測材料のデータの分析を行い、仮説を立て、
その上で必要なデータの収集、結合、加工が必要になる。
そのため、前処理プロセスに時間をかけた人が多かったのではないか。

このことから言えることは？
収集データをどのように整形するか？が予測精度に大きく影響するため、 最も人が考え、手を動かして
取り組むべき重要なプロセスである。
またこのプロセスを進めるには、データ加工のスキル、統計などデータ分析の基本的な知識が必要になる。
データを収集・加工・分析してみないと、「要件を実現できるものか？」を判断しづらいが、実際に手を動かし
てデータを見れば、ある程度「実現可能性」が見えてくる

今回、機械学習のプロセスを一通り実践し、各フェーズで重要な点を「気づき」として理解・整理
することができた。

また、特にデータ分析のプロセスにおいて、統計などの知識や収集したデータを加工・可視化
する手法の習得が必要だと体感することができた。

今後AI・機械学習を活用する際には、関係者にこのプロセスを説明し理解いただきつつ、おさ
えるべきポイントに注意しながら我々が主体となって推進していきたい。

２．技術実践分科会
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AI研究会 2022

ビジネス実践分科会
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チーム ビジネス実践

議論
テーマ

Ｑ. 成功/失敗するAIの特徴とは何なのか？
～過去から現在、未来のAIトレンドから学ぶ、成功/失敗するAIの特徴（ROIを含む実装のポイント等）整理

とチームメンバーの事業領域を検証フィールドとしたビジネス実証～

検
討
プ
ロ
セ
ス

STEP①
最先端/これから流行る未来のAI調査

最先端応用事例
先端ファウンデーションモデル
(GPT-3,DALL-E的なモデル)

事例・文献調査 特徴整理(トレンド)

STEP②
過去/現在のAI調査

AI導入効果
AI導入における課題
AI導入事例

STEP④

OUTPUT整理
AI技術トレンド
の遷移
過去と未来の
AI事例/特徴
実Fieldでの
PoC実施結果

最先端のAI事例や過去の事例等を基にAIトレンドを整理、実フィールドでの事例仮説検証までの実施を目指す！

OUTPUT
イメージ

過去
AI

現在
AI

未来
AI

事例・文献調査
効果・課題整理

事例(予想含)
特徴(トレンド)

AI技術と実用化事例の変遷を整理

実ビジネス領域でのAI実践結果

事例・文献調査 効果・課題整理

STEP③
実ビジネス領域でのAI実践 チームメンバの事業領域にて、調査を通じて得られた仮説を検証

事例・文献調査
効果・課題整理

AIトレンド、事例

事例調査を通じて得られた
AI適応ビジネス仮説

チームメンバの事業領域で
実際にAIを使い仮説を検証

Research Question

30

3．ビジネス実践分科会
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今回取組の纏め
(１)過去/現在から最先端、これからAI進む方向性

調査結果サマリ
今回活動の結果纏めは以下の通り。

これからAIが進む方向性(チーム内予想)
特定領域の識別、予測、会話、自動化から、従来困難と考えられていた創造性が必要となる業務へAI活用のスコープが拡張
例えば、デザイン業務はAIが自動生成、システム開発は要件だけ伝えればAIが自動的に開発してくれる時代が来るかもしれない
また、量子技術活用により大量データの高速学習も可能となり、物理解析のような分野へもAIがより普及していくものと考える
一方で、AIを利用する人間側の知識もより一層重要となり、AIによる事故やAI活用の倫理にはより一層留意が必要
民間企業では、新しいAI技術を業務にうまく活用できるか否かにて、企業間競争力の差がより一層顕著になるものと考える

AI導入にて成功/失敗を左右するポイン
トは以下3点、ビックデータ/データ活用時
代から言われてきたものと同様
①AI活用の人材・体制
②AI導入におけるROI
③情報セキュリティ
課題としては新規性はなく、AIに限らず、
ビッグデータ／データ活用の時代から言わ
れていたものと感じる。ここの壁を乗り越え
た企業が、コア事業/業務に当たり前のよ
うにAIを活用して、競争力を増すことにな
るのだろう。
既に、既存AI活用成功のコツは世の中で
フレームかされつつあるため、調査し特徴を
学ぶことが非常に重要

画像生成AI(Dall-E2、Stable 
Diffusion、Muse等)と自然言語生成
AI(ex.ChatGPT、Bard等)を含み、生
成系AIの進化が凄い
100%AIにお任せはまだ早いが、アイディ
ア発想や文章/コードドラフト作成など、人
間の作業支援には十分活用可能
タスク特化型AIの精度向上が進展する一
方で、汎用型AI(Gato等)の研究も進む
少し先の未来だが量子技術活用で学習
効率が大幅にUPするかも？

過去/現在のAI 最先端/未来のAI 実ビジネスでのAI実践

＜検証シナリオ＞
①PythonプログラミングへのChatGPT活用
②SQLプログラミングへのChatGPT活用
③オフィスデザインへのDall-E活用

＜検証結果＞
プログラミング業務やデザイン業務へ
は人間支援の位置づけで十分に活
用可能なレベル
出力の信頼性は必ずしも高くなく、
AIを扱う側の人間の知識やAIを扱
うためのテクニックが必要

仮説：生成系AIを業務に活用出来ないか？

3．ビジネス実践分科会
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今回取組の纏め
(２)成功/失敗するAIとは？

成功するAIの特徴とは？（考察）

ビジネス実践チームが考える特徴は以下4点。

1

AIの技術力だけでなく、使う側の人間に知識があること

2

技術進展速度が速い中、トレンドをいち早く捉え、柔軟に吸収できること3

以下の①～③を十分に検討出来ていること
①AI活用の人材・体制、②AI導入におけるROI、③情報セキュリティ

4

世の中に溢れる過去事例やフレームワークから学ぶこと

3．ビジネス実践分科会
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ChatGPTに対して、ビジネス実践チームのResearch Questionに対する回
答を聞いてみた。

今回取組の纏め
(２)成功/失敗するAIとは？ ～ChatGPT版～

3．ビジネス実践分科会
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AI研究会 2022

技術理論分科会
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リサーチクエスチョン

✔ XAI（Explainable AI：説明可能なAI）は、どのようなことが実現できる
か調査を行う。（どの分野でどんな手法が使われているか）

→ 相手に説明する・納得してもらえる方法は？
→ 予測結果の説明は、精度向上に寄与する可能性もある

✔ 各人で実際に手を動かして、チャレンジしてみる。

AIやデータ分析の結果を納得してもらう
手段は何か。どのように実現できるか。

４．技術理論分科会
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XAIとは

説明可能なAI（人工知能）（Explainable AI：XAI）とは、言葉通り、予測結果
や推定結果に至るプロセスが人間によって説明可能になっている機械学習のモデル（つまり
AIの本体）のこと、あるいはそれに関する技術や研究分野のことを指す。ちなみに「XAI」は、
米国のDARPA（Defense Advanced Research Projects Agency：国防高等
研究計画局）が主導する研究プロジェクトが発端で、社会的に広く使われるようになった用
語である。

類義語として、解釈可能性（Interpretability、もしくは解釈性）という用語もある。こ
れも言葉通り、機械学習モデルが予測、推定を行ったプロセスを、人間が解釈可能であるか
どうかを指す。

出所）ITmedia https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/1908/19/news022.html

４．技術理論分科会



Copyright (C) 2023  JUAS All rights reserved 37

説明可能性が求められる例

AIは、戦車ではなく、こうした空の様子を見て判断していた

アメリカ陸軍、敵・味方の戦車を識別するAIの例
• AIは高精度である一方、評価や判断根拠を明確に説明できないことが多い

（ブラックボックス問題）
• この事例ではテストにおいて高い精度を上げていたが、本番導入したところ非常

に精度が低かった。
• 調査により訓練データにバラツキがあったことが判明。

→ 味方の戦車は“晴れ”の日に撮影されたものが多く、敵の戦車は“曇り”の日
に撮影されていた。

４．技術理論分科会



Copyright (C) 2023  JUAS All rights reserved 38

XAI研究の進展

出所）https://www.slideshare.net/SatoshiHara3/ss-238926593

出所）https://ieeexplore.ieee.org/document/8466590

有名どころは、「LIME」、「SHAP」、「Grad-CAM」。
左図は、XAI関連の論文数であり、爆発的に増加し
ている。

４．技術理論分科会
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今年度の取り組みテーマ（取り組みテーマ）

画像データ テーブルデータ
学習済みモデルVGG19を利用し、
入力画像に対して推論結果を出
力。Grad-CAMにより推論の根
拠となるヒートマップ作成。

EfficientNetを利用し、Grad-
CAMでヒートマップ作成により予
測結果に影響を与えている箇所
の可視化。

ImageNetで事前学習済みの
ResNet50にGrad-CAMを実装
し、予測に影響を与えた個所の
可視化。

画像認識モデルにLIMEを利用し
寄与する領域の可視化。

タイタニック号の搭乗者データ
(kaggle)を利用し、LIME・
SHAPにより生存に影響のある変
数の確認。

東京都の不動産取引価格の予
測モデルを利用し、重要な特徴
量の可視化。

SpaceTitanicのデータを利用し、
SHAPにより寄与度の可視化。

住宅価格データを利用し、SHAP
により相関係数ヒートマップ、結果
に影響を与える項目の可視化。

テキストデータ
テキスト分類モデルにLIMEを適
用し、影響度の高い単語の可視
化。

次ページ以降で、ピックアップし
取り組みをご紹介

４．技術理論分科会



Copyright (C) 2023  JUAS All rights reserved 40

今年度の取り組みテーマ（画像データ）

学習済みモデルVGG19を利用し、入力画像に対して推論結果を出力。Grad-
CAMにより推論の根拠となるヒートマップ作成。

学習済みモデルのVGG19（※辞書形式で1000個のラベルの分類を行うモデル）を利用し、入力画像に対
して、予測を行い、推論結果を出力する。併せて、推論の根拠となるヒートマップを可視化し、推論結果及び推
論結果に近しいクラス4種の併せて、5種の推論根拠となるヒートマップをプロットとして画像保管する。

入力画像はエジプシャン・マウのため、推論結果
は適切な判断である。一方でスコアの近いクラス
分類ではオオヤマネコや、トラ猫、ジャガー猫など
があり、ヒートマップの参照先では主に“顔”と、体
の模様を推論に参照して、猫と判断している。

４．技術理論分科会
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今年度の取り組みテーマ（テーブルデータ）

タイタニック号の搭乗者データ(kaggle)を利用し、SHAPにより生存に影響のあ
る変数の確認。

上グラフより、生存者の傾向として性別（Sex）と年齢(Age)、運賃(Fare)が大きく影響していること
が分かる。
下グラフでは個別のインスタンスに対しても直感的に変数の影響を確認できる。

４．技術理論分科会
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今年度の取り組みテーマ（テキストデータ）

テキスト分類モデルに対してXAI技術（LIME）を適用し、どのような情報が得ら
れるか確認

■テキスト分類モデルの概要
BERTをファインチューニングして、入力文章を「sports / it / movie」のカテゴリに分類するモデルを作成。
※ファインチューニングについては、Livedoorニュースコーパスを使用。

入力
アカデミー賞受賞映画の今年のおすすめポイントを紹介します。
入力
カテゴリごとの確立 頻度の高い単語

入力文章は「 movie 」カテゴリに属すると判定（左図）
その根拠は、映画やアカデミーの単語が大きく影響していることが確認できる（中央・右図）

４．技術理論分科会
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結論

✔ XAI(Explainable artificial intelligence)の技術を利用することによ
り、映像や自然言語、数値など様々なデータに適用でき、なぜそうなったのか
を確認できるようになる。

✔ AIでの処理結果を納得してもらうためには、何を説明できれば良いかを目星
をつけて、それに適したXAI手法を用いる必要がある。
→ その為には、様々なXAI手法を理解り利用できる必要がある。

✔ 物体認識や検出ではGrad-CAMを使用すれば、モデルが判断した個所を
可視化して確認・説明ができる。また、誤った判断については、モデルの精度
向上につなげることができる。

AIやデータ分析の結果を納得してもらう
手段は何か。どのように実現できるか。

リサーチクエスチョン

４．技術理論分科会
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リサーチクエスチョン

45

定性的な観点から費用対効果が高い、

AIビジネスで共通する特徴にはどのようなものがあるのか？

＜リサーチクエスチョン設定の背景＞
分科会メンバーが共通に感じている課題意識として以下がある
・AIのPoCは成功事例ばかり喧伝されているが、現実とは乖離を感じている
・PoCで終了することも多い
・成功例に共通の特徴があれば、自社のビジネスに活かしたい

＜前提事項＞
・「費用」とは、AI導入にかかる初期導入コストと運用コストを指す
・「効果」とは、事業会社でAIを導入した場合の利益増大／費用削減の
効果に着目する。また、公共の利益も効果とみなす

５．ビジネス理論分科会
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結論

46

✓DB（データ）が揃っている（アノテーションが不要な状態）
✓求められる精度が高くない（AIに完璧を求めない）

これらの特徴があれば、費用対効果が高い傾向があると考える
一方で、上記特徴が整っていないとAIビジネスが成功しない
とは断定できない （事例が限定的なため）

定性的な観点から費用対効果が高い、

AIビジネスで共通する特徴にはどのようなものがあるのか？

５．ビジネス理論分科会
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研究方法
AIビジネス（プロジェクト）の事例を調査し、定性的に、費用と効果を推定
費用の大小、効果の大小で４象限に分類して、特徴を抽出した

分類分類分類軸

新規＋代替：２
代替：１、３、４、５、６、８、１０、１１、１２、

１３、１５、１７、１８
新規：７、９、１４、１６、１９新規・代替

物流、水産業（２）、報道機関等
教育、金融・保険（２）、ヘルプデスク
旅行、製造（３）、広告（３）、小売（３）
農業、スポーツ

業界

画像：１、３、５、６、１０、１３、１４、１７
動画：１８
自然言語処理：４、７、１１、１２、１５、

１６
音声解析：２
テーブルデータ：８、９、１９

技術（デー
タ）

海外事例：国内事例：１－１９
海外・国内事
例

構造化：８、９、１９
非構造：１、３、５、６、１０、１３、１４、

１７、１８、４、７、１１、１２、
１５、１６、２

構造化デー
タ・非構造化
データ

回帰：８、１０（金額推計の場合）、１４、
１９

分類：１、２、３、４、５、６、７、９、１
１、

１２、１３、１５、１６、１７、１８

回帰（時系
列）か・分類
か

５．ビジネス理論分科会

各象限の特徴を分析するにあたり以下の軸を検討した
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マトリックスの解釈

効果

費用大

大小

小

①②

③
④

事例を定性的な観点から効果と費用の大小によって分類した
各象限を ④＞①＞③＞② の順に成功度合を順位付けし、特徴を考察した

費用が大で効果が小
費用のわりに効果が出ていない

→失敗事例/投資案件/社会的意義

費用が小で効果が小
かけた費用に比例して効果が出ている
→成功事例/小規模案件/スケールし

ずらい

費用が大で効果が大
かけた費用に比例して効果が出ている
→成功事例/大規模案件/スケールし

ている

費用が小で効果が大
費用に対して効果がよくみられる

→大成功事例/期待値を上回る効果

５．ビジネス理論分科会
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分析マップ（タグあり）

効果

費用

No１（中・小）
加工中の全ワーク
の品質を予測)

No2（大・大）
自動化に向かな
い手作業を支援

大

大小

小

No4（小・小）
品目のカテゴライズ付
与

No17（大・大）
家庭菜園ロボットロ
ボットアームによる
田植え

No18（小・大）
体操自動採点シ
ステム

No19（小・小）
新製品需要予測

No10（小・中）
財産保険の引受、
保険金支払

No11（小・大）
ヘルプデスクで
チャットボットで自
動応答

No12（小・大）
スマート予約

No13（小・大）
ロボットプログラムを
自動生成

No5（小・大）
魚の食欲判定

No6（小・大）
魚のサイズ測定

No7（大・小）
SNS情報から災
害、事件等即時
配信）

No8（大・小）
生徒の理解度に
合わせたカリキュ
ラム設定・偏差
値向上

No9（大・小）
AI与信

No14 (大・中)
Ai視線予測

No15(小・中)
テキストデータからの
モチベーション抽出シ
ステム

No16  (小・中)

テキストデータから
のトレンド抽出シス
テム

①②

③
④

自然言語

テーブル
データ

テーブル
データ

画像

画像

画像

自然言語

自然言語

動画

画像

構造化

構造化

回帰

回帰

ハード

ハード

ハード

ハードハード

ハード

ハード

利用
者多

利用者少

1兆弱

1.1兆

1.8兆2.8兆

利用者少

BtoG

BtoGBtoBBtoC

BtoB

BtoB BtoC

BtoB
BtoB

BtoB

事例No〇 （効果・費用）

音声解析

自然言語

自然言語 自然言語

画像

画像

画像

回帰

回帰

回帰
テーブル
データ

構造化

新規

新規

新規

新規

新規

５．ビジネス理論分科会
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効果

費用大

大小

小

①②

③
④

各象限毎の典型事例をピックアップ

費用が大で効果が小
費用のわりに効果が出ていない

→失敗事例/投資案件/社会的意義

費用が小で効果が小
かけた費用に比例して効果が出ている
→成功事例/小規模案件/スケールし

ずらい

費用が大で効果が大
かけた費用に比例して効果が出ている
→成功事例/大規模案件/スケールし

ている

費用が小で効果が大
費用に対して効果がよくみられる

→大成功事例/期待値を上回る効果

典型事例（象限毎）

第１象限（効果大・費用大 ）２
事例No2:自動化に向かない手作業を支援

ヤマトロジスティクス株式会社

第２象限（効果小・費用大 ）
事例No6：自動魚体測定

ウミトロン株式会社

第３象限（効果小・費用小 ）
事例No4：品目のカテゴライズ付与

日清食品ホールディングス株式会社

第４象限（効果大・費用小 ）
事例14： Ai視線予測

株式会社アイレップ

５．ビジネス理論分科会
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費用に関する検討事項（考察）

51

どのような要素がAIビジネスの費用を下げるのかについて議論した。
「ハードの有無」
「データベースの有無」
上記２点がAIビジネスの費用に大きく寄与すると考えられる。

「当該AI導入のためのハードの有無」
当該AIを導入するためにハードが必要となるかどうかで、AIビジネス自体の費用の大きさが強く影響を受けることが想定される。

「既存のデータベースの有無」
既存のデータを利用できることで、データ収集・データベース整備・アノテーションに必要なコスト（時にハードが必要となる）が削減
されるので、既存のデータベース有無はAIビジネスの費用に大きく影響する。
データベースの有無はアノテーションの費用の有無とも考えられる。回帰分析、教師なし学習の場合、アノテーションが不要となる
ため、それらのアルゴリズムを用いるかどうかもAIビジネスの費用に影響をもたらす。

５．ビジネス理論分科会
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効果に関する検討事項（考察）

52

どのような要素がAIビジネスの効果を高めるのかについて議論した。
「アウトプットに求められる精度が低いAI ：技術代替的なAI 」
「（導入企業目線での）伸び代の有無」
上記2点がAIビジネスの効果に大きく寄与すると考えられる。

「アウトプットに求められる精度が低いAI：技術代替的なAI」
人の部分代替ができる技術であれば、導入したAIの精度を人が判断できるため、精度が低いままでもビジネスが業務フローに
のりやすく、導入ハードルが低いといえる。
そのためAIビジネスの導入が比較的開発の早い段階から進み、受け入れ後の効果も人との協業により、結果として効果が高く
得られると想定できる。

「（導入企業目線での）伸び代の有無」
導入企業側から見て、伸び代が有るAIビジネスほど効果が高いと認識できる。伸び代とは、「市場の大きさ」、「汎用性の高さ」
などが挙げられる。

「AIビジネス導入先の市場の大きさ」：
導入先市場の規模が大きく大規模事業者の比率が高い場合、1件のビジネス導入で得られる効果が大きいと判断できる。
「AIビジネス適用シーンの汎用性の高さ」：
導入した技術の汎用性が高い場合、AIビジネス自体の汎用性も高くなり、1件のビジネス導入で得られる効果が大きくなると
判断できる。

５．ビジネス理論分科会
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AI導入の効果は、ユーザーの使い方にも大きく依存

53

レントゲン診断のような、専門的かつ重要度が高い判断にAIツールを導入する場合、
その効果はユーザーの使い方に大きく依存するため、

専門家がAIを使わずに
自身で判断する

AIの判断を参照する

AIの判断理由は
人には明らかでない

認識の不確実性が増す

AIの判断理由を
積極的に考察する

盲目的にAIの判断に従う

AIの判断を無視する

自身の考察に基づいて
AIの判断を却下する

熟慮を重ねた上で
AIの判断を採用する

自身とAIの判断を統合して
新たな判断を下す

AIの判断と自身の判断を
関連付ける

AIの判断と自身の判断の
関連を考慮しない

５．ビジネス理論分科会

Sarah Lebovitz, Hila Lifshitz-Assaf, Natalia Levina (2022) , Organization Science 33(1):126-148
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2023年度AI研究会
みなさまのご参加をお待ちしております！


